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１０月も終わりを迎え、秋の深まりを感じるようになりました。学校は、感染症対策を継

続しながら、後期の教育活動に入りました。生徒たちは次の大きな行事である文化祭に向け

た準備に入っています。クラス合唱が、校舎のあちこちで鳴り響く文化祭前の時期。みんな

で１つの曲を作り上げる中でよりよい人間関係を作り上げること。その喜びや難しさ、最後

まで努力することの大切さを感じてほしいと願っています。節目を大切にして、一人ひとり

が今年度後半も充実した学校生活を過ごすことを期待しています。

校長 小玉芳敬

昨年度の後期始業式で、「夢を持ってください」といった趣旨の話をしました。

それ以降、新型コロナという歴史的出来事が発生して、世界中が急速に変化してい

ます、変化を求めています。世界ではどのような方向性、軸、あるいは柱に基づい

た変革が進んでいるのでしょうか？

3つのキーワードを挙げるとすれば、Sustainable Development（持続可能な発展）、

Diversity（多様性）、DX（Digital transformation デジタル変革）を挙げたいと思いま

す。それぞれ地球環境に関することであり、自然から学ぶ人類社会のあり方であり、

そして情報技術（ICT）をツールとして社会システムに変革をせまるものです。

国連が旗振りしている SDGsで取り上げている 17の目標も、いずれもこれらと密

接に関わっています。そして社会システムを変革させる際に、「誰一人として取り

残さない（Leave no one behind）」の精神を高らかに謳っているのです。

万民がこの地球で wellbeingできる（よりよく生きる、より幸福に生きる）ために

生まれてきた価値観（「持続可能な発展」と「多様性を重んずる姿勢」）をもとに、

デジタルで社会システムを飛躍的に変化させよう、進化させようとする動きです。

君たちが大人になって社会で活躍する時、まさにこれらの成果が具現化しているは

ずです。ですから、これらのキーワードは是非、覚えておいてください。そして社

会を立派に支えることができるよう、夢に向かって日々、成長を続けてください。

後期始業式より
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ソフトテニス男子第1位、野球、新体操が第２位、

卓球男子は第３位に！
１０月初旬に開催された東部地区中学校秋季大会の主な結果をお伝えします。テニス男子が第 1
位、野球、新体操が第２位、卓球男子が第３位など、どの部も潜在能力の高さや今後の飛躍を感

じさせる戦いぶりでした。今回の大会について各部で振り返りを行い、また新たな目標に向かっ

て練習を積み重ねていきましょう。入賞した団体、個人を紹介します。

・ソフトテニスの部 男子団体の部 第１位

・軟式野球の部 第２位

・新体操の部 団体の部 第２位

個人総合 第３位 村上希綾 第５位 長江未羽

種目別クラブ 第３位 長江未羽

・卓球の部 男子団体の部 第３位

１年男子個人 第３位 山本 諄

１０月６日（火）、鳥取西高の坂尾俊介先生

を講師として、２年生が２クラス合同で、「熱

と仕事」をテーマに、出前授業を実施しました。

附属中出身

で自然科学

部物理班の

生徒９名も

来校し、実

験の支援を

していただ

きました。

第２１回東部地区中学校駅伝競走大会が１０月１９日（火）に、布勢運動公園の周回コースで無

観客で開催されました。東部地区の２２校が参加したこの大会で、附属中学校は女子が４位、男

子も１０位に入り、上位１３校に与えられる県大会への出場権を男女がそろって獲得しました。

盆明けから、声を掛け合い、励まし合いながらメリハリのある練習を重ねた成果を大会で十分出

し切りました。県大会でのチームベスト記録更新を目指して、今後も練習を積み重ね当日に備え

ていきます。応援よろしくお願いします。

１区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区

男子 土谷侑璃 藤島 大暉 新 海人 西谷 柊二 山田慶太朗 田中 颯真

女子 土橋日菜子 岩間 優璃 濵野 優衣 吾郷 ゆめ 清水 美礼

（区間賞） （区間賞/新記録）

後期生徒会役員認証式を行いました。新生徒

会長の森下陽菜さん（２年）以下生徒会役員、

各クラス正副室長、各専門委員長が正式に認証

され、これま

で３年生がリ

ードしてきた

生徒会活動は、

１・２年生が

中心の活動へ

と引き継がれ

ました。


